○（皇位継承制度改正に向けての）「検討課題」全文

　■検討課題

　一、状況

　①現在、皇位継承資格をお持ちの皇族方は６方。40年近く、新たな男子皇族の御誕生はない。現行制度では、将来の皇位継承が不安定となる恐れがある。（皇位継承は、国の基本に関わる事柄であり、その継承に不安が生じてからの検討では遅きに失する恐れがある。また、制度改正の内容如何により、女子皇族御教育の方針・体制等にも影響）

　②女性天皇容認の議論は、国会でも論議され、世論調査動向も女性天皇容認へと、大きく変化。

　（昭和50年と平成１５年を比較すると、男子限定が５４．７％から９．６％へ、女子でもよいが31・９％から７６％へと変化、日本世論調査会）

　③本件は、事柄の性質上、きわめて慎重に対応すべき課題であるが、上記のような状況から、制度改正について早期の検討を求める世論が高まる可能性も視野に入れておく必要がある。

　二、検討項日

　①皇位継承制度

　②開連する諸制度〔女性天皇の配偶者、皇籍離脱、摂政、皇室経済〕

　③公式検討の体制、手順等

　三、改正に向けての手順

　　（第一段階）政府部内の関係者による非公式の検討に速やかに着手し、平成１６年３月末をめどに一応のとりまとめを行うべく検討を進める

　　（第二段階）

　・政治状況等を見極めつつ、有識者による懇談会を立ち上げ、正式に検討を開始

　・しかるべき時期に趣旨、検討の方向についての中間報告をとりまとめ、公表

· 中間報告に対する世論の動向等を見ながら成案とりまとめに向けた検討を進める（党、国会との調整をどうするか？）

　四、当面の検討体制

　内閣官房＝内閣官房副長官事務）、内閣総務官

　内閣法制局＝内閣法制局長官、内閣法制次長

　宮内庁＝宮内庁長官、宮内庁次長（ニの下に、属人的な検討チームをおく）

　■作業について

　一、検討項目

　①現状認識及び女性天皇に関する論点の整理

　②皇位継承資格、皇位継承順序に関する制度の検討

　③関連する諸制度の検討

　④公式検討のメンバー候補者リストの整備、手順の検討

　⑤その他基礎資料の収集

　二、作業手順

　①検討項目ごとに分担して検討を進め、少なくとも毎月一回作業チームの会合を開き調整を行う。

　②作業チームの打ち合わせ、資料保管のため会議室を確保する。

　③９月末、１２月初頭、２月末を目処に親懇談会との合同会議を開き、逐次、項目ごとのとりまとめを行う。

　三、検討チーム（内閣官房、内閣法制局、宮内庁のメンバー）

　■作業項目の詳細案

　①皇位継承制度の検討

　・皇位継承資格

　（ア）女性天皇案（皇統に属する皇族女子に皇位継承資格を認める案）の意義

　（イ）男系維持案（養子案、旧皇族の復帰案、非嫡出子による継承案、皇族の離婚及び再婚案）の問題点

　・皇位継承順序

　（ア）　「同等内男子優先案」

　　「同等内長子優先（男女平等）案」の比較

　（イ）男子優先案（直系傍系を問わず男子を優先する案）の問題点

　・皇族の範囲

　・皇室の規模

· 今回の改正の考え力

　②関連諸制度の検討

　・女性天皇等の配偶者制度

　（ア）従来の議論とそこで提示された問題点への対応

　（イ）名称の検討の仕方

　（ウ）身分・敬称・役割等

　・皇籍離脱・婚姻手続き

　・摂政

　・皇室経済制度

　・宮内庁法等組織改正の必要性

　③改正手順等の検討

　・検討公表の時期・段取り

　・改正制度成立までの作業日程

　・公表後の検討組織のあり方

　（組織の性格、人選、構成、事務局の体制）

　・公表後の検討組織の審議の進め方

　・国会対応

　・報道対応
